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小学校における英語科教育に関する研究：
フィリピンの教育経験の日本への示唆②実践報告

Case Studies on English Education in Philippine Elementary Schools: Possible Lessons for Japan

市川 誠＊

ICHIKAWA, Makoto 

[Abstract] Research was conducted on English education in one public and one 
private elementary schools in a rural area of Quezon province. Classes and 
other activities of the schools were observed and textbooks and other teaching 
materials were analyzed. The private school was a Catholic school, which 
offered a subject of Christian religion while the public school offered secular 
subject of "Good Manners and Right Conduct". While the private school taught 
grammar, reading, pronunciation and comprehensive reading in the English 
subject, the public school taught only the first two areas.

はじめに

　筆者は 2008 年１月にフィリピンのケソン州イニポン市の公立小学校１校と私立小学校１校を
訪問し、教員への聞き取り、資料収集や授業その他の活動の観察を行った。本稿では、この調
査結果のなかから英語教育に焦点をあて、２つの学校の運営、カリキュラム、教材や指導案、
評価方法などを順に提示する。なお市（municipality）名は仮名である。
　イニポンは、国立フィリピン大学や教育文化スポーツ省（当時）が合同で、1990 年代半ばに
全国で行った地域主導型識字教育活動の事例調査 [Rosario-Braid] の対象となるなど、地域に根
ざした多様な教育活動が展開されてきたことで知られる。筆者も 1980 年代後半～ 1990 年に、
カトリック教会の社会教育活動や、公立学校での宗教教育に関する調査を同市で行った。[市川 , 
1990; 1993] このときに形成された現地の学校や教会、その他の組織・機関との関係をその後も
保持し続けたことで、今回の調査が可能となった。

⁂ 立教大学文学部教育学科

キーワード English education（英語教育）, elementary education（初等教育）, 
Philippines（フィリピン）
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　イニポンはルソン島中部の農村で、太平洋岸の沖積層平野に位置する。2006 年当時、人口は
58,063 人であった。住民の多くは、市街地か、周辺の農地に点在する集落に住み、大半の地域
が電化されていた。農業（米、ココ椰子、バナナなど）、漁業（近海・河川）および林業が主要
産業であったが、この頃からマニラに至る道路の改善にともない、周辺地域の流通センターや
リゾート（海岸地帯）としても開発が進み始めていた。住民のほとんどはタガログ語を母語とし、
カトリックが多数派であるが、複数のプロテスタント教派の教会やイグレシア・ニ・クリスト
教会もあった。2004 年 11 月に大規模な洪水災害を経験し、調査時にも被災者住宅に住む者が
多数おり、復興にはなお時間を要する状況であった。（違法伐採によって地盤が緩み大規模な地
滑りが起きたといわれる。単なる環境問題だけでなく、違法伐採からの政治献金による議員の
汚職疑惑を表面化させ、政治問題化した。[知花 :326]）
　公立学校は小学校が 18 校、ハイスクールが４校のほか、公立ハイスクール卒業生が通うカレッ
ジが１校あった。生徒数は、公立小学校計 8,331 人、公立ハイスクールが計 4,673 人であった。
私立学校は、カトリック系の小学校・ハイスクールが１校と、より小規模なプロテスタント系
などの学校が複数あった。私立カレッジも２校あった。

１ 中央小学校（公立）

１－１ 概要
　イニポンの市街地には市役所などの行政施設、市場や銀行、商店などの商業施設が集中して
いる。公立の小学校とハイスクールが１校ずつのほか、私立では市内最大規模のカトリック系
学校（後述）がある。公立の中央小学校（Central Elementary School）は市内で最大で、市街
地のはずれに位置する。公立の小学校に通う生徒の約４分の１にあたる 2,348 人（2008 年１月）
がこの中央小学校に通う。１年生は 10 クラス、他の学年は各８～９クラスずつのほか、幼稚園
が２クラスであった。大きな長方形状に１階建の校舎が外周を形成し（ごく一部に２～３階建
の部分がある）内側がグラウンドとなっている。

１－２ カリキュラム
　６年生の一つのクラスの１日の時間割は表 1 のように定められていた。他の地域では教室不
足から２～３部制をとる学校が少なくないなかで、ここでは１部制がとられていた。

表１　中央小学校の時間割の例：６年生 , Fast Learner Class

7:15 ～ 7:45 国旗掲揚
7:45 ～ 8:45 科学
8:45 ～ 9:25 地理・歴史・公民
9:25 ～ 9:45 休憩

9:45 ～ 10:45 数学
10:45 ～ 11:55 国語
13:30 ～ 14:10 家政
14:10 ～ 15:10 英語
15:10 ～ 15:30 道徳
15:30 ～ 16:10 音楽・美術・体育
16:10 ～ 17:00 補習

出所：筆者が 2008 年１月に学校から提供されたデータを元に作成した。
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　時間割は毎日同じとされている。"Fast Learner Class" は "Special Education Class" の一つで
成績上位者を集めており、この学校では各学年に１クラスずつある。生徒全員が授業を受ける
のは 16:10 までで、続く「補習」の時間は必要に応じて一部の生徒のために使われるという。
　なお、この時間割は日本ほど厳密に遵守されていないとみられる点に注意を要する。筆者が
訪問した２日間も、翌週に予定されていたイニポン学区の統一試験の準備ための復習、教員の
会議、卒業写真撮影（６年生）、複数クラス合同でのビデオ教材視聴などにより、上記スケジュー
ルからの変更があった。実際の授業時間配分を知るためには、より長期間の観察が必要と思わ
れる。
　科目ごとの、１年間や１学期を通じての教育内容の計画は用意されていなかった。後述する
教科書に沿って授業が行われるとみられ、教科書の目次から、年間の概要がある程度把握でき
ると考えられる。６年生の英語で使われる教科書は Language と Reading の２種類であった。
前者は主に文法、後者は講読の領域とみられる。目次によると前者の構成は次のようであった。

Asking Questions with Appropriate Interrogatives
Giving Commands and Requests
Reporting Commands and Requests
Using Tag Questions
Working with Statements and Questions
Conducting Meetings and Participating in �em
Using Compound Sentences
Working with Complex Sentences
Nouns �at Are Plural in Form But Singular in Meaning
Using the Plural Form of Compound Nouns
Using Gerunds
Working with Inde�nite Pronouns
Reporting What was Heard
Using the Present Perfect Tense with Since and For
Using the Active and Passive Voice
Using the If-Clause
Direct and Indirect Discourse
Giving Accurate Announcements
Using Two-Word Adjectives
Using Irregular Adjectives in Making Comparisons
Using Adjectives in Series
Comparing Adverbs
Using Words Both As Adjectives and Adverbs
Working with Prepositions and Prepositional Phrases
Writing Paragraphs on Topics of Interests

小学校における英語科教育に関する研究：フィリピンの教育経験の日本への示唆②実践報告



22

１－３ 教材
　教科書は、他の多くの地域の公立学校と同様、生徒でなく学校に対して教育省から支給され
ており、生徒が書き込みをしてはならないとされている。他の科目は１タイトルであるのに対し、

「英語」は先述のように２タイトルが支給されていた。これは文法の領域用とみられる "English 
for All Times ６：Language Textbook" （Ａ４変形サイズ，290 頁）と、講読の領域用とみられ
る "English for All Times ６：Reading Textbook" （Ａ４変形サイズ，270 頁）である。どちらも
1999 年刊行で、教育省の記録によると、この地域は第３次初等教育プロジェクト（世界銀行融
資）により 2002 年度に配布されたことになっている。
　社会科など他の科目の教科書が生徒１人に対して１冊未満なため、教室に保管されているの
に対し、英語の教科書は足りており、生徒が自宅に持ち帰ることが認められていた。また６年
生のクラスには、教科書に加え、副教材として英語の読解ドリル "Developing Reading Power"（Ａ
４変形サイズ，380 頁）があった。どのような経緯で入手されたのか、どのように使用されて
いるかは確認することができなかった。

１－４ 指導案
　毎日の授業については、各教員が授業計画を事前に作成し、これを管理者（校長）が確認し
署名することになっている。末尾の資料に、模範授業のために作成された６年生「英語」の授
業計画を示す。各教員が毎日作成する授業計画は、これよりも簡略化されているとみられる。
上記のクラスの担任教員は、市販のノートに手書きで作成しており、１授業あたり１～２頁程
度であった。筆者のみた範囲では、次にみる私立学校の教員の作成したものと同程度の分量で
あった。

１－５ 評価
　４学期制がとられていた。（６月～８月中旬、８月下旬～ 10 月中旬、10 月下旬～ 12 月中旬、
１～３月）各学期末に筆記試験が行われる。「英語」「数学」「科学」「国語」「公民・文化」また
は「地理・歴史・公民」の５科目それぞれで試験が行われる。
　このほかに、イニポン市域の全ての公立小学校で全学年を対象に、共通の試験が年２回、８
月と１月に行われ、学区テスト（District Test）と呼ばれる。試験は、教員のなかでランクの高
い者（master teacher）が作成する。
　また、第４地方（Region Ⅳ：ケソン州を含む複数の州から構成される）の全ての公立小学校
で全学年を対象とする、地方学力テスト（Regional Assessment Test：ＲＡＴ）が、毎年３月に
行われていた。３月にはさらに、全国の全ての公立小学校３年生と６年生を対象とする全国学
力テスト（National Assessment Test：ＮＡＴ）も行われていた。これらのテストの目的は、個
別の生徒の評価よりもむしろ、全国の生徒の学力の傾向や、学校の評価にあるという。
　いずれの試験も筆記式で、「英語」や「国語」でも、「聞く」「話す」能力を測るためのインタ
ビューなどの方式の試験は行われていなかった。
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２ マウント・カルメル小学校（私立）

２－１ 概要
　他の多くのフィリピンの地方と同様に、カトリック教会と広場がイニポンの市街地の中心に
位置する。カトリック系のマウント・カルメル学校（Mount Carmel School）は、このカトリッ
ク教会と隣接して立地している。さらにカトリック教会関係の建物（司教館や、学校を運営す
る修道会の建物）が並び、コンプレックスを形成している。中央小学校の校舎は大半が平屋であっ
たが、マウント・カルメル学校の方は、限られた敷地に３～４階建のコンクリート製の建物が
並んでいる。
　マウント・カルメル学校は、長くハイスクールを運営してきたが、小学校の開設は比較的遅く、
調査当時は開設からまだ８年目であった。小学校の生徒数は約 275 人で、授業を教える教員が
15 人であった。他に授業を担当しない校長とカウンセラーが１人ずつと、教務補助が２人いた。
３～６年生は各１クラスで、生徒数は 40 ～ 45 人程度であった。１～２年生は各 25 人前後の
２クラスの構成で、クラス分けは学業成績の順にされていた。（2008 年１月）翌年度には３年
生も２クラス構成となる予定で、毎年１クラスずつ増える見込みなため、新たな教室の確保が
課題となっていた。
　全ての応募者を受け入れる公立学校と異なり、教室などの制約から、マウント・カルメルは
入学者の選抜試験を行っていた。選抜の倍率は１．５倍程度であった。

２－２ カリキュラム
　５年生と６年生の週間時間割は次のようであった。中央小学校と異なり、曜日によって時間
割が異なる。特に５年生では、時間割上は、中央小学校よりも「英語」に多くの時間があてら
れていた。また宗教系の私立学校であるため、道徳のかわりに「キリスト教」の授業がある。
なお金曜の午後は、授業以外の活動にあてられていた。

表２　マウント・カルメル小学校の時間割の例：５～６年生

５年生 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
7:20 ～ 7:40 国旗掲揚
7:40 ～ 8:20 家政・職業 家政・職業 家政・職業 家政・職業 体育
8:20 ～ 9:00 英語 音楽 英語 地理・歴史・公民 体育
9:00 ～ 9:20 休憩

9:20 ～ 10:00 科学 英語 科学 英語 英語
10:00 ～ 10:40 数学 数学 数学 数学 数学
10:40 ～ 11:20 国語 国語 国語 国語 国語
11:20 ～ 12:00 美術 科学 国語 数学 数学
13:20 ～ 14:00 地理・歴史・公民 地理・歴史・公民 地理・歴史・公民 地理・歴史・公民

特別活動
14:00 ～ 14:40 科学 科学 科学 科学
14:40 ～ 15:00 休憩
15:00 ～ 15:40 英語 英語 英語 英語
15:40 ～ 16:20 キリスト教 キリスト教 キリスト教 キリスト教
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６年生 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜
7:20 ～ 7:40 国旗掲揚
7:40 ～ 8:20 数学 数学 数学 数学 数学
8:20 ～ 9:00 科学 科学 科学 家政・職業 科学
9:00 ～ 9:20 休憩

9:20 ～ 10:00 キリスト教 キリスト教 キリスト教 地理・歴史・公民 地理・歴史・公民
10:00 ～ 10:40 家政・職業 家政・職業 家政・職業 キリスト教 音楽
10:40 ～ 11:20 英語 英語 英語 英語 英語
11:20 ～ 12:00 地理・歴史・公民 地理・歴史・公民 地理・歴史・公民 科学 美術
13:20 ～ 14:00 英語 英語 英語 数学

特別活動
14:00 ～ 14:40 科学 国語 国語 国語
14:40 ～ 15:00 休憩
15:00 ～ 15:40 科学 科学 科学 体育
15:40 ～ 16:20 数学 国語 英語 体育

出所：筆者が 2008 年１月に学校から提供されたデータを元に作成した。

　中央小学校の「英語」が Language と Reading の２領域なのに対し、ここでは Language，
Reading，Speech, Skill Reading Assessment（略称：ＳＲＡ）の４領域に分けられていた。前２
者が、中央小学校と同様に、文法と講読の領域にあたる。Speech は主に発音やイントネーショ
ンを扱うが、他の様々な英語を使った活動も行われるという。
　ＳＲＡは、文章読解問題を生徒が個別に解いていく自習活動である。生徒が与えられたシー
ト形式の問題（選択式か短答式）を解き、解き終わると教員のもとに持参して正誤チェックを
受け、合格であれば次の問題を受け取る。これを繰り返す。問題には難易度レベルがつけられ
ており、生徒には同一レベルの問題シートが渡されるが、提出を繰り返して合格の累計が所定
の回数に達すると、次の段階に進むことになり、一つ高い難易度レベルの問題シートを受け取
るようになる。英語の教員は、ほとんどの生徒がＳＲＡを好んでいると述べたが、そのことは
実際に観察した様子からも確認できた。

２－３ 教材
　英語の４領域のうち、重点が置かれるのは Language と Reading である。ＳＲＡの回数は多
くないが、その理由の一つは、教材が高価で十分なシートの数がないためであると説明された。
観察したときも、問題シートが足りず、他の生徒が解き終わるのを待っている生徒が常に何人
かいた。ＳＲＡの問題シートのサンプルを、末尾の資料で示す。
　Language と Reading ではそれぞれ教科書が使われる。公立の中央小学校と異なり、生徒は
これらの教科書を購入する。その数は他の科目も含め、年間８～９冊である。１冊の価格は
150 ～ 450 ペソで、年間の教科書のための費用は 2060 ～ 2330 ペソである。
　Speech のための教科書は、学校から毎授業時に貸し出される。Speech ではオーディオ・テー
プレコーダーも使われていた。
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２－４ 指導案
　中央小学校と同様に、１年間や１学期を通じた計画を教員は作成しておらず、毎回の授業計
画のみ事前に作成していた。市販のノートに手書きで作成するのが一般的なようであった。英
語の教員の作成したものの一部を、サンプルとして末尾の資料に示す。

２－５ 評価
　４領域のうち Language と Reading は、他の科目とともに、４回の学期末に筆記試験が行わ
れていた。Speech では、発音などの実技試験が行われるという。ＳＲＡは、各生徒の進度によっ
て評価されるとして、試験は行われていなかった。
　またマウント・カルメル学校は、他の科目も含めて、先述の学区テストやＲＡＴ、ＮＡＴには
参加していなかった。

おわりに

　これまでフィリピンの学校における言語の扱い、とりわけ教授用語については、論争が繰り
返されてきた。その際にしばしば指摘されるのが、学校現場では、教授用語の規定は必ずしも
遵守されていない、ということである。フィリピン社会の一般のコミュニケーションでは、英
語やフィリピンの諸言語の間でコード・スイッチング（句や文ごとに言語を切り換えて話すこと）
が日常的に行われており、学校現場もその例外ではなく、授業中にもコード・スイッチングや
翻訳が行われ、規定と異なる教授言語も実際には使用されているとする参与観察の結果が報告
されている。[岡田 :158-160; 大上 :56]
　しかし今回の訪問調査では、そうした実態を確認することができなかった。短期訪問の外国
人調査者の前では、教員や生徒の振る舞いが通常と異なるのかもしれない。授業をはじめ日常
の教育活動の実態を把握するためには、より長期の調査など、別な方法によるアプローチが必
要と考えられる。今後と課題としたい。

付記：本稿は、筆者が 2006 ～ 2008 年に行った調査の報告 [ 市川，2008] をもとに、加筆修正を行った
ものである。
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資料　マウント・カルメル小学校　英語教員が作成したレッスン・プラン（2018 年 1 月）
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資料　中央小学校で配布されたモデル・レッスン・プラン
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資料　マウント・カルメル小学校で使用されていた Skill Reading Assessment の教材
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